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1．溝型用樹脂ドレン部材一覧

①樹脂ドレン本体 ②ストレーナー ③ドレン固定⽤蓋

④-1 ドレン固定⽤受け座 ④-2 ﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄ･座⾦ ⑤溝型枠

⑥仮設⽤ドレン蓋
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2．溝型用樹脂ドレン納まり図 

①

【標準納まり】 

ＨＣ－L１２７ 

（標準品） 

②

【標準納まり】 

ＨＣ－L１３７ 

（標準品）

③

【標準外納まり】 

ＨＣ－L９７ 

(注文生産品:納期 

4 週間程度かかりま

す） 

※工場で製作の注文 
生産品になります。

④

【標準外納まり】 

サヤ管対応(VU65) 

（L137+サヤ管）

※スラブ厚さに合わせ 
サヤ管の⻑さを調整 

する。 

※サヤ管は設備会社の
手配になります。
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3．溝型用樹脂ドレンと排水溝の納まり 

4．施工フローチャート 

♦躯体⼯事 ［現場取付の場合］

①ドレン位置出し

②溝型⽤樹脂ドレン取付（溝型枠部材まで取付）

①溝部分の型枠取付（ドレン両側）

①ドレン位置の確認

①コンクリート打設

①溝型⽤樹脂ドレン固定⽤ボルト・ナット取り外し

①溝型枠脱型

①溝型⽤樹脂ドレン固定⽤蓋取り外し

♦仕上げ⼯事 ［現場取付の場合、PC 打込みの場合］

①ウレタン⽤養⽣蓋⼿配（案件のドレン個数分）
②設備会社から現場へ納品（現場から⼀般防⽔施⼯会社に渡す）

①ウレタン⽤養⽣蓋セット
②ウレタン塗膜防⽔塗布
③ウレタン⽤養⽣蓋の取外し

設 備 ⼯ 事

型 枠 ⼯ 事

設 備 ⼯ 事

コ ン ク リ ー ト ⼯ 事

設 備 ⼯ 事

型 枠 ⼯ 事

設 備 ⼯ 事

設 備 ⼯ 事

⼀ 般 防 ⽔ ⼯ 事

ドレンとのヘリ空が小さいので、

位置出し設置時に注意すること。 
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5．溝型用樹脂ドレンの工事区分 

取付 設備会社（溝型用樹脂ドレン本体、ストレーナー） 

一般防水施工会社（ウレタン養生蓋取外し含む） 

発注者 設備会社（固定用副資材とウレタン養生蓋を含む） 

発注先 (株)進富 

連絡先 047-497-2610（担当︓丹野・清⽔･石川） 

※溝型用樹脂ドレンの発注は、専用の発注書で発注をお願いします。（現場納品用と PCa 工場納品用と分けて）

6．溝型用樹脂ドレン取付手順（現場取付の場合） ［設備工事］ 

① 

ドレン位置出し 

・墨出しを⾏う。

溝部分のドレンのヘリ空が小さいため、 

ズレが生じないように十分に注意する 

こと。 

② 

ドレン固定用受け座取付 

・墨出し位置に合わせて、ドレン固定用 

受け座を釘またはビスで固定する。 

・スラブベニヤの水抜き用の孔を空ける。

③ 

ボルト取付 

・ドレン固定用受け座にボルトを取付 

ける。 

④ 

溝型用樹脂ドレン取付 

・樹脂ドレンをドレン固定用受け座に 

あわせ取付ける。

水抜き用の孔を空ける 
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⑤

ドレン固定⽤蓋取付

・樹脂ドレン上部にドレン固定⽤蓋を

取付ける。

・蓋の上下⾯があるので注意する。

⑥

溝型枠取付

・ドレン固定⽤蓋に溝型枠を取付ける。

・座⾦とナットで溝型枠を固定する。

・養⽣テープ等で固定部分の養⽣を

⾏う。（コンクリート打設時に埋まら

ないように注意する。）

⑦

溝部分の型枠施⼯

・⿐先部分の型枠施⼯［型枠⼯事］

・溝部分の型枠を取付［型枠⼯事］

溝部分のドレンのヘリ空が⼩さいため、

先⾏で取付する溝型枠と段差が発⽣

しないように注意する。

上部にベニヤ等を通し連結する。

・型枠⼯事完了後に、ドレン位置の

確認を⾏う。［設備⼯事］

調整が必要な場合は、コンクリートの

打設前に必ず⾏うこと。

⑧

コンクリート打設後

溝型枠の取外し

・コンクリート打設後、溝型枠固定の

ボルト、ナットを取外す。［設備⼯事］

・溝型枠を脱型。［型枠⼯事］

・ドレン固定⽤蓋を取外す。

［設備⼯事］

養⽣テープ等で養⽣を⾏う

溝型枠に段差が発⽣しないように

上部にベニヤ等を通し連結する。

先⾏で取付する溝型枠と連結していない為

段差が発⽣した事例
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7．溝レベラー施工時の手順と注意事項 ［左官工事］ 

①

溝レベラー施⼯時の注意事項

・ドレン廻りの溝にウレタン防⽔を塗り込む

ので、溝が埋まらないように

レベラー施⼯、擦り付けを⾏なう。

②

清掃、バッカ－取り付け

・排⽔溝、ドレン廻りを清掃する。

・ドレンの⼿前にバッカ－を取り付ける。

③

レベラー施⼯、バッカ－撤去

・ドレン廻りの溝内にレベラーが流れ込まな

いように施⼯を⾏なう。

・硬化後、バッカ－を撤去する。

ドレン廻りの溝を埋めないように注意する。

バッカーを取付、ドレン廻りの溝内にレベラーが

流れ込まないようにする。

50mm 程度50mm 程度
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８．ウレタン塗膜防水施工時の手順と注意事項 ［一般防水工事］ 

④

ドレン廻り擦り付け

・ドレン廻りの溝を埋めないように擦り

付ける。

①

塗膜防⽔の範囲確認

・ドレン廻りの溝にウレタン防⽔を

塗り込むようになるので施⼯範囲を

確認する。

②

清掃

・塗膜防⽔施⼯前にドレン廻りの

清掃を⾏なう。

(溝がコンクリ―ト等で埋まっている

場合はそのままにしないで､確実に

清掃を⾏なうこと。)

樹脂ドレン廻りの溝と上部までウレタン防⽔をかぶせる

ドレン廻りの溝を埋めないように注意する。

ドレン廻りの溝清掃を⾏なう。
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③

養⽣蓋取付

・養⽣蓋を取付する。

(取付時、蓋とドレンに隙間の無い

ように注意する。)

・養⽣蓋は設備会社から現場へ

納品し、現場から⼀般防⽔施

⼯会社に渡す。

④

ウレタン防⽔施⼯(プライマー）

・ウレタン防⽔と樹脂ドレンの接合

部、ドレン廻りの溝など塗り忘れ

が無いように注意する。

⑤

ウレタン防⽔施⼯(上塗り下塗り)

・塗膜防⽔施⼯の際は、養⽣蓋が

しっかり取付されていることを確認

して、ウレタン防⽔がドレン内に流

れ込まないように注意して下さい。

・樹脂ドレン廻りの溝と上部まで

ウレタン防⽔を塗り込む。

(排⽔溝の勾配がゆるい場合は、

先⾏でドレン廻りの溝部分に塗り

込むなどしてウレタン防⽔が、かぶ

さるようにして下さい。)

⑥

養⽣蓋撤去

・ウレタン防⽔のバリが発⽣した場

合は、カッターナイフなどで除去

する。

・バリを除去する際、ウレタン防⽔

やドレンに傷をつけないように注意

して下さい。

養⽣蓋取付

バリ撤去

樹脂ドレン廻りの溝と上部までウレタン防⽔を塗り込む

樹脂ドレンの接合部､ドレン廻りの溝

などなど塗り忘れが無いように注意

養⽣蓋取付時、蓋とドレンに隙間の無いように注意する。
（ドレンの突起の上に蓋が乗るように取付）
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⑦ 

ウレタン防水施工(トップコート) 

・ウレタン防水と樹脂ドレンの接合部

(小口部分)など塗り忘れが無いよう

に注意する。 

⑧ 

ストレーナーの取付 

・最後まで左に廻しストレーナーがし

っかりとドレン本体に嵌ったことを確

認する事。［設備工事］ 

最後まで左に廻しストレーナーがしっかりと嵌った事を確認する 

小口部分の塗り忘れに注意 
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９．溝型用樹脂ドレン 発注書  

[ 現場納品用 ]
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[ PCa 工場納品用 ] 

10．溝型用樹脂ドレン 納入仕様書 
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